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【事業概要】 

18 歳までの子どもの専用電話の開設 

全国統一フリーダイヤルで子どもたちの声を聴く 

 

【事業目的】 

子どもたちが気持ちを聴いてくれる人に出会い、安心して話せる電話としてチャイルドラ

インを開設し「子どもの意見表明」の場を確保します。 

カード・ポスター・インターネットなどを通じ、チャイルドラインの広報をすることで、子

ども・子どもにかかわるおとな・社会へ、子どもが意見表明することの大切さを伝えます 

 

【実施内容】 

毎週金曜日 16 時～21 時チャイルドライン開設 

日曜スポットチャイルドライン開催：10回 

夏の全国一斉キャンペーン参加 8/24,8/26,8/31 

ボランティア養成講座実施 

スタッフ現任研修：4回 

広報活動  

カード配布 大阪市立中学 1年生へカード配布（約 20000枚） 

 ポスター配布 大阪市立小学校・中学校へ配布（420枚） 

大阪連絡会として大阪府下の府立高校、市立高校、私立小・中・高校へポスター配布 

大阪連絡会として大阪府豊能町の小中学校 1年生・能勢町小中学生へカード配布 

AIAIフェスタへ参加 カード・缶バッチ配布 

港区子どもパラダイスへ参加 

 

 

 

 



【電話のデータと課題】 

2018 年度は 56 日チャイルドラインを開設し、1575 件の電話を受けました。 

         

会話成立した 533 件のデータをあげてみます 
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ネットによるコミュニケーションが増え、電話離れがすすんでいますが、チャイルドライン

にはかなりの件数の電話がかかってきます。内容も、無言を含め、さまざまです。 

電話でつながっている間は、子どもたちにとって、安心して、ゆっくりと声を聴いてもらえ

る時間です。しかし、現実の生活ではどうでしょうか。子どもたちにかかわっている人たち

に、余裕をもって子どもたちの声を聴くことを大切にしてほしいと思います。私たちは、子

どもの声を聴く大切さを社会に発信していくことにも取り組んでいきます。 
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公益社団法人 子ども情報研究センター 

〒552-0001 大阪市港区波除 4-1-37 ＨＲＣビル 5 階 

         TEL 06-4708-7087 FAX 06-4394-8501 

アドレス info@kojoken.jp（事務局） 

ホームページ http://www.kojoken.jp/ 
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